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・
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と
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③

江
成
藤
吉

は
じ
め
に

　
今
日
、
大
都
市
内
の
工
業
―
工
場
の
動
向
は

都
市
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
従
来
の
工
場
公
害
の
問

題
な
ど
と
は
異
質
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
変
化
の
徴
候
は
、
高
度
経
済
成
長
の
終
焉

と
と
も
に
大
都
市
に
起
二
り
つ
つ
あ
る
企
業
。

工
場
の
衰
退
、
市
外
転
出
に
見
る
二
と
が
で
き

る
。
特
に
本
市
の
よ
う
な
工
業
都
市
と
し
て
の

性
格
を
色
濃
く
も
つ
都
市
に
あ
っ
て
は
、
総
体

と
し
て
工
業
基
盤
が
衰
退
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
重
大
な
都
市
の
危
機
感
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
企
業
・
工
場
の
市
外
転
出

に
伴
う
財
政
基
盤
の
脆
弱
化
、
工
場
移
転
跡
地

の
マ
ン
シ
ョ
ン
化
に
よ
る
新
た
な
住
工
混
在
の

間
題
、
就
業
地
確
保
の
問
題
、
ひ
い
て
は
産
業

構
造
・
都
市
構
造
の
脆
弱
化
等
ま
さ
に
都
市
そ

の
も
の
へ
の
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
国
の
工
業
立

問
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
菌
づ
き

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

二

地
（
規
制
）
政
策
と
も
大
き
く
か
か
お
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
日
の
大
都
市
内
工
業
・
工
場
の

転
出
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
国
の
工
業
立
地
規
制
政
策
の
う
ち
、
そ

の
核
を
占
め
て
い
る
工
業
等
制
限
法
と
い
う
一

側
面
か
ら
、
こ
れ
ら
大
都
市
内
工
業
の
も
た
ら

す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
う
ち
特
に
住
工
混
在
の

工
業
等
制
限
法
の
要
点

　
工
業
等
制
限
法
と
い
う
視
点
か
ら
、
問
題
提

起
を
試
み
る
二
と
と
す
る
の
で
、
ま
ず
工
業
等

制
限
法
（
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工

業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
、
昭
和
工
十
四

年
）
の
趣
旨
・
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

①
―
工
業
等
制
限
法
の
趣
旨

　
工
業
等
制
限
法
は
、
首
都
圏
及
び
近
畿
圏
の

両
大
都
市
圏
の
中
心
市
街
地
へ
の
人
口
・
産
業

の
集
中
抑
制
を
図
る
た
め
、
工
場
等
（
大
学
等

を
含
む
）
の
立
地
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

首
都
圏
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
四
年
に
、
近
畿

圈
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
九
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ご
と
に
工
つ
の
独
立
し
た
法
律
と
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
首
都
圏
の
工
業
等
制
限
法
に
つ
い
て
は
、
法

施
行
後
も
人
口
・
産
業
の
集
中
傾
向
は
変
わ
ら

ず
、
数
次
の
規
制
強
化
の
改
正
を
続
け
、
昭
和

四
十
七
年
に
は
大
幅
な
強
化
改
正
が
な
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

本
市
域
の
臨
海
側
約
半
分
が
制
限
区
域
と
な
っ

て
い
る
（
図
―
１
参
照
）
。
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首都圏計画図図―１②
―
規
制
内
容
の
概
要

　
工
業
等
制
限
区
域
（
首
都
圏
整
備
法
で
定
め

る
既
成
市
街
地
）
内
で
は
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
作
業
場
を
も
つ
工
場
の
新
増
設
は

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
例
外
的
な
許
可
措
置
に
つ
い
て
も
法
令
で

限
定
さ
れ
て
お
り
、
制
限
区
域
内
で
の
移
転
に

伴
う
場
合
及
び
公
害
防
止
、
産
業
廃
棄
物
処
理

表―１　工業等制限法関係処理件数

各区別制限対象

工場数

表―２は
、
こ
こ
数
年
の
工
業
等
制
限
法
に
よ
る
相
談

件
数
と
許
可
件
数
と
の
相
関
関
係
を
み
れ
ば
歴

然
と
し
て
い
る
（
表
―
Ｉ
参
照
）
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
ま
で
の
許
可
件
数
が
多
い

の
は
、
法
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
期
間
に
よ
る

も
の
で
、
昭
和
五
十
三
年
以
降
を
み
れ
ば
工
業

等
制
限
法
が
企
業
活
動
に
相
当
の
制
約
を
課
し

て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
調
査
が
あ
る
が
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
。

に
伴
う
場
合
に
限

り
、
か
つ
一
定
の

条
件
に
合
致
す
る

範
囲
内
で
市
長
の

許
可
を
得
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

現
実
的
に
も
こ
の

規
定
は
厳
格
に
運

用
さ
れ
、
事
実
上

ほ
と
ん
ど
の
工
場

の
作
業
場
の
新
増

設
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と

　
既
述
の
よ
う
に
、
今
日
的
な
大
都
市
の
工
業

・
工
場
の
あ
り
方
、
状
況
を
つ
く
り
出
し
た
一

つ
の
要
因
と
し
て
工
業
等
制
限
法
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
に
昭
和
四
十
七
年
の
拡
大
強

化
改
正
が
今
日
の
状
況
を
把
握
す
る
に
は
重
要

な
節
目
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
こ
一
〇
年

に
つ
い
て
制
限
対
象
工
場
の
推
移
を
な
が
め
る

こ
と
に
す
る
。

　
も
と
よ
り
本
市
の
工
業
を
語
る
の
に
制
限
対

象
工
場
で
は
十
分
で
は
な
い
が
、
制
限
対
象
工

場
は
市
内
工
場
の
中
堅
以
上
を
お
お
む
ね
把
握

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
工
場
数
の
一
割
弱

で
は
あ
る
が
、
一
応
の
工
業
の
動
向
を
把
む
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
表
―
２
か
ら
全
休
の
動
き
を
み
る
と
次
の
こ

と
が
言
え
る
。
ま
ず
制
限
区
域
内
の
中
堅
規
模

以
上
の
工
場
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る

　
（
も
っ
と
も
子
細
に
み
る
と
、
金
沢
地
先
埋
立

地
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
ま
で
制
限
区
域
外

扱
い
）
へ
の
移
転
等
も
若
干
あ
り
、
市
域
全
休

と
し
て
こ
の
数
字
通
り
工
場
数
が
減
少
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
）
。
そ
し
て
、
そ
の
移
転
跡
地

は
工
場
以
外
の
他
の
土
地
利
用
に
転
換
す
る
こ

と
に
な
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
こ
に
新

た
な
住
工
混
在
等
の
問
題
発
生
の
可
能
性
を
は

ら
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

　
次
に
各
区
別
に
み
る
と
、
鶴
見
区
・
神
奈
川

区
な
ど
の
既
成
工
業
地
帯
で
の
減
少
傾
向
が
強

く
、
他
の
都
市
機
能
要
素
な
ど
も
勘
案
す
る

と
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
徴
候
が
現
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
内
陸
工
業
地
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
戸
塚
区
の
落
ち
込
み
も

大
き
く
、
既
に
工
場
か
ら
他
の
土
地
利
用
へ
の

転
換
が
す
す
み
っ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

四

制
限
対
象
工
場
移
転
跡
地
の

土
地
利
用

　
前
記
三
で
こ
こ
一
〇
年
間
の
工
業
等
制
限
法

対
象
工
場
の
推
移
を
総
体
的
に
み
た
の
で
、
こ

こ
で
は
、
具
体
的
に
工
場
移
転
に
伴
い
工
業
等

制
限
法
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
、
モ

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
一
〇
年
間
の
許
可
を
受
け
た
も
の
の
う

ち
二
八
件
が
移
転
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
工
業

等
制
限
法
で
は
、
移
転
に
伴
う
新
増
設
許
可
の

場
合
、
そ
の
移
転
跡
地
は
、
都
市
環
境
の
整
備

改
善
に
寄
与
す
る
も
の
と
さ
れ
、
具
休
的
指
導

と
し
て
は
、
工
場
利
用
は
認
め
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
従
っ
て
必
然
的
に
他
の
上
地
利
用

に
転
換
す
る
こ
と
と
な
る
（
も
っ
と
も
事
は
そ

れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
く
、
跡
地
に
工
場
利
用
を

認
め
る
こ
と
と
し
て
も
、
経
済
的
・
社
会
的
諸

条
件
か
ら
み
て
即
工
場
利
用
に
な
る
と
も
考
え

ら
れ
な
い
が
）
。

　
移
転
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
市
内
外
に
こ
だ

わ
ら
ず
に
み
る
と
、
共
同
住
宅
へ
の
転
換
が
一

番
多
く
一
四
件
と
全
休
の
半
分
を
占
め
て
い

る
。
し
か
も
跡
地
の
用
途
地
域
を
み
る
と
、
工

業
地
域
が
二
ヵ
所
、
準
工
業
地
域
が
六
ヵ
所

と
、
工
場
移
転
に
伴
う
住
工
混
在
問
題
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
。
他
の
跡
地
利
用
を
み
て
も
、

調査季報75―82.921

制
限
対
象
工
場
の
一
〇
年
の

推
移

三



表―3　移転に伴う許可工場の立地先と移転跡地の利用事
務
所
・
研
究
所
等
が
散
見
さ
れ
、
建
物
高
さ
等

に
よ
り
、
日
照
等
の
ト
ラ
ン
ル
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
一
〇
年
間
の
住
工
混
在
問
題
に

つ
い
て
、
先
に
国
土
庁
に
提
出
し
た
資
料
（
昭

和
五
十
七
年
三
月
提
出
）
に
よ
っ
て
い
く
つ
か

の
点
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
な
お
対
象
地
域
は
準

工
業
地
域
か
工
業
地
域
内
に
限
定
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
一
〇
年
の
住
工
混
在
問
題
発
生

状
況
は
総
数
九
二
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
制
限

区
域
内
が
圧
倒
的
に
多
く
八
一
件
を
占
め
て
い

る
。
そ
し
て
今
日
的
な
意
味
で
の
住
工
混
在
問

五

題
で
あ
る
工
場
移
転
跡
地
な
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン

化
に
よ
る
も
の
が
、
実
に
六
二
件
を
占
め
て
お

り
、
時
代
の
推
移
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
う
ち
工
場
移
転
に
伴
う
マ
ン
シ
ョ
ン
化
は

三
六
件
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
マ
ン
シ
ョ
ン
化

に
対
し
周
辺
工
場
サ
イ
ド
か
ら
反
対
を
受
け
た

も
の
が
一
三
件
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
の

一
三
件
の
う
ち
、
周
辺
工
場
が
当
該
工
場
跡
地

を
買
収
し
て
共
同
駐
車
場
と
し
た
例
が
一
件
あ

り
、
住
工
混
在
問
題
に
対
す
る
工
場
サ
イ
ド
の

積
極
的
対
応
が
生
ま
れ
つ
っ
あ
る
。

　
以
上
、
制
限
対
象
工
場
を
中
心
に
工
場
移
転

跡
地
の
状
況
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
い

く
つ
か
の
地
区
の
具
体
的
事
例
に
沿
っ
て
、
工

場
移
転
跡
地
の
土
地
利
用
転
換
に
伴
う
住
工
混

在
の
問
題
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
ょ
う
。

　
選
ん
だ
地
区
は
、
住
工
混
在
問
題
の
最
も
生

じ
や
す
い
準
工
業
地
域
で
、
か
つ
、
工
場
土
地

利
用
が
住
宅
等
へ
の
他
の
用
途
に
転
換
し
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
将
来
と
も
土

地
利
用
転
換
が
す
す
む
可
能
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
る
地
区
で
あ
る
。

　
第
一
の
例
（
港
北
区
綱
島
　
図
―
２
）

　
当
地
区
は
、
東
横
線
綱
島
駅
と
日
吉
駅
の
中

間
に
位
置
し
、
綱
島
街
道
と
鶴
見
川
に
挟
ま
れ

た
、
比
較
的
ま
と
ま
り
の
良
い
内
陸
型
の
工
業

地
で
あ
る
。
一
方
、
住
宅
の
は
り
つ
き
も
す
す

み
っ
つ
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
こ
は
、
綱
島
街
道
沿
い
の
比
較
的
大
規
模

な
工
場
群
地
区
と
東
側
の
中
小
工
場
・
戸
建
て

住
宅
・
未
利
用
地
の
混
在
地
区
と
に
分
か
れ
て

い
る
。
綱
島
街
道
沿
い
で
撤
退
し
た
工
場
跡
地

は
、
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
転
換
あ
る
い

は
マ
ン
シ
ョ
ン
ヘ
の
転
換
が
み
ら
れ
る
が
、
残

部
は
未
利
用
地
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
他
へ

の
土
地
利
用
転
換
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
臨
接
地
に
も
あ
ま
り
住
工
混
在

が
な
い
た
め
か
、
比
較
的
住
工
混
在
の
ト
ラ
ン

ル
は
な
い
よ
う
だ
。

　
一
方
東
側
地
区
は
既
に
住
工
混
在
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
工
場
転
出
が
起
こ
り
つ

つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
北
側
の

工
場
跡
地
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
換
し
た
が
、
周

辺
が
工
場
の
た
め
日
照
等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
比
較

的
少
な
い
が
、
逆
に
既
存
工
場
か
ら
の
反
発
が

予
想
さ
れ
る
。
南
側
の
工
場
跡
地
は
現
在
駐
車

場
利
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
周
辺
に
戸

建
て
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
関
連
し
て

い
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
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図一２　綱島地区の土地利用も
、
当
地
区
の
東
側
地
区
は
未
利
用
地
を
含
め

て
の
住
工
混
在
地
区
で
あ
り
、
南
・
北
で
住
工

混
在
率
が
違
う
が
、
土
地
利
用
転
換
に
伴
う
ト

ラ
ン
ル
が
生
じ
や
す
い
地
区
で
あ
り
、
所
要
の

施
策
が
望
ま
れ
る
。

　
第
二
の
例
（
鶴
見
区
中
央
　
図
１
３
）

　
当
地
区
は
鶴
見
駅
の
東
側
に
位
置
し
、
鶴
見

川
沿
い
に
広
が
り
、
国
道
一
五
号
線
を
挟
み
、

臨
海
工
業
地
帯
に
連
な
る
地
区
と
し
て
既
成
市

街
地
内
の
古
く
か
ら
の
工
場
集
積
地
で
あ
る
。

従
っ
て
、
土
地
利
用
展
開
に
伴
う
住
工
混
在
の

問
題
は
比
較
的
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
最
近
は
徐
々
に
土
地
利
用
の
転
換
が
す

す
み
っ
っ
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
化
へ
の
動
き
が

顕
著
に
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
比

較
的
ト
ラ
ン
ル
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
日
照
等

の
ト
ラ
ン
ル
の
発
生
と
と
も
に
既
存
工
場
か
ら

図―３　鶴見中央地区の土地利用

マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
も
し

く
は
工
場
転
出
に
対
す
る
歯
止
め
等
の
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
当
地
区
は
臨
海
工
業
地
帯
に
臨
接
す
る
地
区

と
し
て
機
械
工
業
を
中
心
と
し
て
今
後
と
も
工

業
継
続
が
期
待
さ
れ
る
地
区
で
あ
り
、
工
場
経

営
の
し
や
す
い
施
策
、
環
境
の
醸
成
が
期
待
さ

れ
る
。

図―４　菊名・大豆戸地区の土地利用

体
の
動
向
を
決
し
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
残
存
す
る
工
場

を
ど
う
継
続
さ
せ
得
る
か
が
今
後
の
テ
ー
マ
と

な
ろ
う
。

六

　
第
三
の
例
（
港
北
区
菊
名
・
大
置
戸
図
―
４
）

　
当
地
区
は
、
東
横
線
・
横
浜
線
菊
名
駅
の
北

側
に
に
置
し
、
新
幹
線
と
綱
島
街
道
に
挟
ま
れ

た
地
区
で
あ
る
。
当
地
区
は
小
さ
な
ン
ー
ン
の

中
に
比
較
的
大
き
な
ン
ロ
ッ
ク
で
の
土
地
利
用

が
展
開
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
従
っ
て
、

個
々
の
企
業
の
土
地
利
用
の
転
換
が
地
区
全
休

の
土
地
利
用
（
比
率
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
数
年
の
工
場
移
転
跡
地

の
マ
ン
シ
ョ
ン
ヘ
の
転
換
が
、
ほ
ぼ
当
地
区
全

工
業
等
制
限
法
見
直
し
の
視
点

　
以
上
、
住
工
混
在
の
問
題
に
つ
い
て
、
工
業

等
制
限
法
の
視
点
か
ら
な
が
め
て
き
た
が
、
最

後
に
工
業
等
制
限
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
若
干

触
れ
て
お
き
た
い
。

　
既
に
こ
こ
一
〇
年
の
諸
情
勢
の
変
化
に
つ
い

て
は
述
べ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
直
截
に
都

市
サ
イ
ド
の
立
場
か
ら
工
業
等
制
限
法
の
見
直

し
の
視
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
も
と
よ
り
都

市
の
工
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
産
業
施

策
、
都
市
計
画
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
さ
ら
に

は
、
経
済
・
社
会
情
勢
等
ト
ー
タ
ル
な
立
場
か

ら
総
合
的
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
あ
え
て
的
を
絞
っ
て
考
え
方
を
ま
と
め

た
。

①
―
工
業
等
制
限
法
は
大
都
市
の
過
密
問
題
を

　
　
解
決
し
え
な
い

　
大
都
市
へ
の
人
口
・
産
業
の
過
度
の
集
中
を

防
止
す
る
と
い
う
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
み
る

と
、
今
日
の
大
都
市
へ
の
人
口
・
産
業
の
集
中

要
因
は
、
業
務
機
能
を
中
心
と
し
た
中
枢
管
理

機
能
で
あ
り
、
こ
の
面
へ
の
規
制
を
強
化
し
な

け
れ
ば
大
都
市
膨
張
の
防
止
は
あ
り
え
な
い
。

工
業
だ
け
を
抑
制
す
る
の
は
、
大
都
市
圏
中
枢

部
以
外
の
本
市
等
へ
の
産
業
面
で
の
犠
牲
を
強

い
る
だ
け
で
あ
る
。
確
か
に
工
業
集
中
度
が
地

方
圏
に
比
較
し
て
大
き
い
こ
と
は
認
め
る
に
し

て
も
、
相
対
的
に
は
明
ら
か
に
低
下
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
一
〇
年
の
状
況
変
化
に
即
応
し
た
法
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制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

②
―
大
都
市
工
業
の
衰
退
と
工
業
等
制
限
法
の

　
　
関
連

　
大
都
市
内
工
業
の
転
出
・
衰
退
と
工
業
等
制

限
法
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
関
連
づ
け
て
説
明
す
る

向
き
も
あ
る
が
、
企
業
へ
の
各
種
調
査
を
通
じ

て
把
握
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
障
害
要
因
の

一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

工
場
の
転
出
は
、
よ
り
経
済
的
・
社
会
的
側
面

に
色
濃
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
現
実
を

直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
工
業

等
制
限
法
が
工
場
経
営
へ
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
企

業
活
動
と
の
関
連
を
明
確
に
し
て
、
所
要
の
法

制
度
の
改
善
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
―
具
体
的
な
要
望

　
工
業
等
制
限
法
の
緩
和
要
望
に
つ
い
て
は
、

企
業
サ
イ
ド
の
要
望
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
住
工
混
在

問
題
等
の
諸
問
題
の
解
決
に
ど
う
寄
与
し
得
る

か
等
に
よ
っ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
将
来
と
も
市
内
に
お
い
て
企
業
活

動
を
続
け
て
い
こ
う
と
す
る
企
業
へ
の
対
応
が

優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
工
業
等
制
限
法
緩

和
の
優
先
課
題
は
、
既
存
工
場
が
企
業
活
動
を

続
け
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
新
増
設
に
対
す

る
緩
和
措
置
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
決
し
て
企
業
の
放
従
な
経
営
を
認
め
る
も

の
で
は
な
く
、
都
市
環
境
の
整
備
改
善
を
無
視

し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
∧
都
市
計
画
局
計
画
部

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
計
画
課
指
導
係
長
∨
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